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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）、市議会だよりは１・４・７・１０月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。

問
合
せ　

各
商
店
会
、
産
業
振

興
課
�　

（
３
４
６
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５
３
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０４２

�
フ
ラ
ダ
ン
ス
初
心
者
体
験
レ

ッ
ス
ン　

９
月　

日
（
水
）
午

２６

後
７
時　

分
〜
９
時
。
美
園
地

３０

域
セ
ン
タ
ー
。
費
用
５
百
円
。

経
験
者
も
可
。
�
河
田
０
９
０
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５
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９
３
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�
体
験
講
座　

聞
こ
え
に
く
い

人
と
要
約
筆
記
２
０
０
７　

９

月　

日
、　

月
３
日
・　

日
・

２６

１０

１０

　

日
の
水
曜
日
。
午
前　

時
〜

１７

１０

正
午
、
全
４
回
。
福
祉
会
館
集

会
室
。
無
料
。
主
催
…
小
平
要

約
筆
記
サ
ー
ク
ル
ほ
お
ず
き
。

要
事
前
申
込
み
（
当
日
参
加
も

可
）。
�
・
�
高
津
０
４
２
（
４

６
２
）
５
５
９
３

�
ミ
ニ
テ
ニ
ス
講
習
会　

９
月

　

日
、　

月
４
日
・　

日
の
木

２７

１０

１１

曜
日
午
後
１
時
〜
３
時　

分
、

３０

全
３
回
。
市
民
総
合
体
育
館
。

会
費
１
千
円
。
運
動
の
で
き
る

服
装
。
用
具
の
貸
し
出
し
あ

り
。
�
小
平
ド
リ
ー
ム
・
大
井

　

（
３
２
８
）
３
３
０
４

０４２�
小
平
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
定
期
演
奏
会　
　

月
７
日

１０

（
日
）午
後
２
時　

分
〜
４
時
。

３０

ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
。
入
場
無
料
。
曲
目
…

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
ア
イ
ネ
ク
ラ

イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
、
バ
ッ

ハ
／
ド
ッ
ペ
ル
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ほ
か
。
�
瀧
澤　

（
３
４
４
）

０４２

５
７
３
６

�
や
ま
び
こ
歌
謡
サ
ー
ク
ル
発

表
会　
　

月
７
日
（
日
）
午
後

１０

１
時
開
演
。
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
。
�
阿
川　

（
３
４
７
）
５

０４２

１
８
４

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
　

月
１０

　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後

１４

１０

３
時
。
雨
天
中
止
。
無
料
送
迎

バ
ス
あ
り
。
模
擬
店
。
出
店
者

募
集
…
９
月　

日
（
月
・
振
）

２４

ま
で
。
出
店
料
の
一
部
は
市
に

寄
付
。�
日
立
自
動
車
教
習
所
・

武
田　

（
３
２
１
）
３
９
８
１

０４２

�
黎
明
寮　

秋
祭
り　
　

月　
１０

２８

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
２

１０

時　

分
、
雨
天
中
止
。
黎
明
会

３０
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
小
川
町
１
�
４

８
５
）。
催
し
、
模
擬
店
ほ
か
。

�
黎
明
寮
・
酒
井
、
土
井　

（
３

０４２

４
１
）
０
３
３
６

 
★
歌
舞
伎　

歌
舞
伎
同
好
会　

第
２
水
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
。仲
町
公
民
館
。月
会
費
１
千

円
。
�
牛
山　

（
３
２
４
）３
８

０４２

８
７

★
男
声
合
唱　

Ｋ
Ｋ
メ
ン
ネ
ル

コ
ー
ル　

木
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時　

分
。
津
田
公
民
館
ま
た

３０

は
中
央
公
民
館
。
月
会
費
２
千

円
。
�
小
林　

（
３
０
１
）
６

０４２

３
３
１
（
午
後
８
時
以
降
）

★
洋
裁
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
編

み
物　

ボ
ビ
ン
の
会　

第
１
・

３
木
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

上
水
南
公
民
館
。
月
会
費
１
千

８
百
円
。
保
育
あ
り
。
�
蓬
来

　

（
３
２
４
）
８
９
５
３

０４２★
鎌
倉
彫
り　

木
の
実　

第 

１
・
３
水
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
。
津
田
公
民
館
。
月
会
費
２

千
円
。
�
保
田　

（
３
４
１
）

０４２

８
１
７
８

★
カ
ラ
オ
ケ　

花
小
金
井
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会　

第
１
・
３
火
曜

日
。
午
後
７
時
〜
９
時
。
花
小

金
井
南
公
民
館
。
会
費
２
千

円
。
�
田
島
０
４
２（
４
６
３
）

３
４
４
０

★
英
会
話
サ
ー
ク
ル
（
中
級
）

　

パ
ン
プ
キ
ン　

月
２
回
木
曜

日　

時
〜　

時　

分
。
中
央
公

１０

１１

３０

民
館
。
月
会
費
２
千
円
（
教
材

費
別
）
�
富
田　

（
３
４
１
）

０４２

９
３
４
６

★
楽
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

会
（
鑑
賞
）　

第
２
・
４
土
曜

日
午
前　

時
〜
正
午
。
津
田
公

１０

民
館
。
月
会
費
１
千
５
百
円
。

�
い
み
ず　

（
３
４
５
）
０
５

０４２

８
８

★
混
声
合
唱
団
ビ
ー
バ
・
ラ
・

ム
ジ
カ　

第
２
〜
４
水
曜
日
午

前　

時
〜
正
午
。
津
田
公
民

１０
館
。
月
会
費
２
千
円
。　

歳
以

６０

上
。
�
西
岡　

（
３
２
１
）
４

０４２

９
１
３

★
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル　

Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ　

第
２
・
４
水

曜
日
午
前
９
時　

分
〜
正
午
。

３０

大
沼
公
民
館
。
月
会
費
２
千

円
。
�
水
野　

（
３
４
３
）
９

０４２

５
８
４

★
指
圧
同
好
会　

第
２
〜
４
火

曜
日
午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

１５

１１

４５

分
。
上
宿
公
民
館
。
月
会
費
２

千
円
。
�
青
山　

（
３
２
１
）

０４２

７
２
２
９

★
ち
ぎ
り
絵　

蘭
の
会　

第
１

土
曜
日
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
。
津
田
公
民
館
。
月
会
費

３０１
千
円
。
�
渡
辺　

（
３
４
３
）

０４２

０
１
５
３

★
茶
道
（
裏
千
家
）
き
ら
く
会

　

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分
。
大
沼
公
民

３０

３０

館
。
月
会
費
２
千
円
。
シ
ル
バ

ー
、
初
心
者
。
�
森
０
９
０

（
６
４
９
６
）
２
３
４
７

中学校の部活動が
全国・関東大会へ出場

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

　全国・関東大会に出場した小平第二中学校バ

ドミントン部と関東大会に出場した小平第六中

学校卓球部の生徒９人が市長を表敬訪問しまし

た。市長からねぎらいの言葉がかけらたあと、

報告会が行われ、教育長からも、今後の活躍を

期待する言葉が贈られました。
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都
市
農
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
の
野

菜
お
よ
び
果
樹
生
産
農
家
で
の

収
穫
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
生
産
量
が
都
内
で

第
２
位
を
誇
る
小
平
梨
の
も
ぎ

取
り
と
、
都
内
第
４
位
の
里
芋

の
収
穫
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月
９
日
（
火
）　

１０

雨
天
中
止

集　

合　

午
前
９
時　

分
、
市

３０

役
所

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま

す
。

と
こ
ろ　

竹
内
園
（
天
神
町
二

丁
目
）、
小
野
園
（
小
川
町
一

丁
目
）

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

定　

員　
　

人
２０

主　

催　

小
平
市
農
業
経
営
者

ク
ラ
ブ

申
込
み　

９
月　

日
（
金
）
ま

２８

で（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
用
裏
面
に
「
消
費
者
交
流

会
参
加
希
望
」と
明
記
し
、郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、　

月
初
旬
に
結
果
を
全
員

１０

に
通
知
）

問
合
せ　

産
業
振
興
課
（
〒　
１８７

�
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）

�　

（
３
４
６
）
９
５
３
３

０４２

 
日　

程　

下
表
の
と
お
り

市
内
商
店
会
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

年
間
を
通
し
て
、
農
地
で
菜

の
花
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
を
栽
培

す
る
活
動
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

菜
種
か
ら
搾
油
し
て
利
用
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
資
源
の
地

域
循
環
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

募
集
人
数　
　

人
程
度

３０

申
込
み　

説
明
会
会
場
へ

�
説
明
会

と　

き　
　

月
５
日
（
金
）　

１０

午
前　

時
か
ら

１０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
平
・

環
境
の
会
・
馬
場
�
０
９
０（
７

２
２
２
）
８
３
７
１
、
小
平
市

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進
協
議
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
）
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
８
１

 
と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

１０

２８

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

雨
天

１０

中
止

と
こ
ろ　

小
川
駅
西
通
り
の
北

〜
中
宿
通
り
の
南
（
都
営
小
川

西
町
四
丁
目
ア
パ
ー
ト
東
側
）

定　

員　

百
組
（
２
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
）

小
川
駅
四
商
店
会
連
合
会

リ
サ
イ
ク
ル
推
進

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出

店

者

募

集

参
加
費　

１
千
円

申
込
み　

９
月　

日
（
日
）
ま

３０

で
（
必
着
）
に
、
は
が
き
に
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
四
商
店
会

連
合
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

行
委
員
会
（
〒　

�
０
０
３
５

１８７

　

小
川
西
町
３
�
８
�　

）
へ

２７

問
合
せ　

佐
野
商
店
�　

（
３

０４２

４
１
）
２
３
７
５

  
と　

き　
　

月
８
日
（
月
・
祝
）

１０

普
通
救
命
講
習

小
平
消
防
署

　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
平
消
防
署
（
仲
町

　

）
２１内　

容　

新
心
肺
蘇
生
法
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
の
取
り
扱

い
を
含
む
）、外
傷
の
手
当
ほ
か

費　

用　

教
材
費
１
千
４
百
円

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

定　

員　
　

人
３０

※
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー

ト
不
可
）、
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
講
習
修
了
者
に
対
し
て
、
後

日
、
救
命
技
能
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

※
災
害
発
生
時
な
ど
に
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

小
平
消
防
署
救
急
係

へ
（
先
着
順
）
�　

（
３
４
１
）

０４２

０
１
１
９

 　

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
て
避
難
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
、
階
段
や
廊
下
に

荷
物
が
あ
ふ
れ
て
い
て
使
え
な

い
と
、
延
焼
経
路
に
な
っ
た

り
、
避
難
に
使
え
な
か
っ
た
り

し
ま
す
。

　

東
京
消
防
庁
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
避
難
路
の
適
正
な

維
持
・
管
理
、
施
設
利
用
時
の

避
難
経
路
の
確
認
を
強
く
呼
び

避

難

経

路

の

確

認

を

か
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

�　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

市
内
で
は
、
今
年
に
な
り
百

　

件
の
侵
入
盗
の
被
害
（
７
月

２６末
現
在
）
が
あ
り
ま
し
た
。
大

切
な
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め

に
、
犯
罪
者
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

▽
侵
入
に
手
間
を
か
け
さ
せ
る

…
防
犯
性
能
の
高
い
鍵
に
交
換

す
る
。
補
助
錠
を
設
置
す
る

▽
不
在
と
悟
ら
れ
な
い
…
新
聞

侵
入
盗
被
害
に

ご

注

意

を

や
郵
便
物
を
た
め
な
い

▽
泥
棒
が
嫌
う
光
・
音
・
地
域

の
目
を
増
や
す
…
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
、
ブ
ザ
ー
な
ど
を
設
置
す

る
。
出
か
け
る
際
に
近
所
に
一

声
か
け
る
。
不
審
に
思
っ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番
通

報
を
す
る

問
合
せ　

小
平
警
察
署
生
活
安

全
課
防
犯
係
�　

（
３
４
３
）

０４２

０
１
１
０
内
線
２
６
１
２

 　

収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
す
。

発
売
期
間　
　

月
１
日
（
月
）

１０

〜　

日
（
金
）

１９
抽
選
日　
　

月　

日
（
水
）

１０

２４

賞　

金　

１
等
１
億
５
千
万

円
、
前
後
賞
各
２
千
５
百
万
円

ほ
か

〈
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
〉

 　

市
で
は
、
小
平
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・　

号
線
の
小
川
西

１０

町
一
丁
目
・
五
丁
目
区
間
に
つ

い
て
、
暫
定
整
備
工
事
を
行
い

ま
す
。

�
工
事
概
要

区　

間　

小
川
西
町
一
丁
目
・

小
平
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・　

号
線

１０

（
小
川
西
町
一
丁
目
・

五
丁
目
）工
事
説
明
会

五
丁
目
地
内　

約
百　

�
（
右

９６

図
）

期　

間　
　

月
〜
平
成　

年
３

１０

２０

月�
説
明
会

と　

き　
　

月
５
日
（
金
）　

１０

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

と
こ
ろ　

小
川
西
町
地
域
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
８
２
８

と　

き　

９
月　

日
（
金
）　

２８

午
後
１
時
〜
４
時　

分
４５

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

費　

用　

無
料

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
下

３５

の
方

定　

員　
　

人
２０

内　

容　

好
印
象
の
面
接
を
マ

ス
タ
ー
し
よ
う
、
就
職
活
動
の

進
め
方
、職
業
興
味
検
査
・
相
談

申
込
み　

９
月　

日
（
木
）
ま

２７

で
に
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

独
立
行
政
法
人
雇
用

・
能
力
開
発
機
構
東
京
セ
ン
タ

ー
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
コ
ー
ナ

ー
�　

（
５
８
０
５
）６
３
２
１

０３

 　

労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
国

分
寺
事
務
所
と
東
京
し
ご
と
セ

ン
タ
ー
多
摩
は
、
９
月　

日
〜

２５

　

日
を
「
し
ご
と
と
女
性
応
援

２８週
間
」
と
し
て
セ
ミ
ー
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
火
）
〜

２５

　

日
（
金
）

２８と
こ
ろ　

東
京
都
労
働
相
談
情

働

き

た

い

・

働
く
女
性
を
応
援

し

ご

と

と

女
性
応
援
週
間

報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所

費　

用　

無
料

内　

容　

�
女
性
の
た
め
の
１

日
で
わ
か
る
就
職
活
動
の
テ
ク

ニ
ッ
ク　

�
能
力
発
揮
、
自
分

ら
し
く
働
こ
う　

キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
の
描
き
方　

�
女
性
が

快
適
に
働
く
た
め
に　

職
場
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

�
は
東
京
し
ご
と
セ

ン
タ
ー
多
摩
�　

（
３
２
９
）

０４２

４
５
２
４
、
�
・
�
は
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務

所
�　

（
３
２
３
）
８
５
１
１

０４２

　
　

月
１
日
か
ら
、
中
小
企
業

１０
の
皆
さ
ん
が
融
資
を
受
け
る

際
、
信
用
保
証
協
会
が
公
的
な

保
証
人
と
な
る
信
用
保
証
制
度

に
、
新
た
に
「
責
任
共
有
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
証
協
会
と

金
融
機
関
が
責
任
を
共
有
し
、

信
用
リ
ス
ク
を
分
担
・
連
携
す

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
　

月
１
日
以
降
の
受
け
付
け

１０
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
手
続
き
の
方
法
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ　

東
京
信
用
保
証
協
会

立
川
支
店
�
０
４
２（
５
２
５
）

６
６
２
１

　

市
で
は
、
市
の
財
政
事
情
を

毎
年
９
月
と　

月
に
公
表
し
て

１１

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
の
財

１８

政
状
況
全
般
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
４

 　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の

１８

決
算
額
は
、
歳
入
が
５
百
２
億

歳
入
・
歳
出
の
状
況

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
５
事

業
の
決
算
状
況
は
表
１
の
と
お

り
で
す
。

 　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
が

税
制
改
正
に
伴
う
市
民
税
の
定

率
減
税
の
縮
減
や
老
年
者
控
除

の
廃
止
な
ど
に
よ
り
増
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
譲
与
税

が
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源

移
譲
に
よ
り
増
、
繰
入
金
が
土

地
開
発
基
金
繰
入
金
の
皆
増
に

よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
地
方
特
例
交
付
金
が
減
、
国

庫
支
出
金
が
障
害
者
支
援
費
・

児
童
扶
養
手
当
・
生
活
保
護
費

の
国
庫
負
担
金
な
ど
の
減
に
よ

り
減
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
参

照
）。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費

が
土
地
開
発
公
社
所
有
の
土
地

購
入
な
ど
に
よ
り
増
、
民
生
費

が
児
童
手
当
関
係
扶
助
費
な
ど

の
増
が
あ
っ
た
も
の
の
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
・
生
活
保
護
関
係
扶
助
費
な

ど
の
減
、
福
祉
会
館
耐
震
補
強

工
事
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
減
、

衛
生
費
が
小
平
・
村
山
・
大
和

衛
生
組
合
お
よ
び
東
京
た
ま
広

決

算

の

特

徴

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
市
債

　

学
校
や
下
水
道
な
ど
公
共
施

設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
・

東
京
都
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら

長
期
に
わ
た
り
資
金
を
借
り
入

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
借
入
金

を
市
債
と
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
市
債
現
在

１８

高
は
、
一
般
会
計
と
下
水
道
事

業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
６
百　
２８

億
６
千
４
百　

万
円
で
、
前
年

６６

度
に
比
べ
、　

億
９
千　

万
４

２９

１３

千
円
、　

％
の
減
と
な
っ
て
い

４.４

ま
す
。
こ
の
市
債
は
、
市
民
１

人
当
り
約　

万
７
千
円
と
な
り

３４

ま
す
。

�
土
地
開
発
公
社

　

市
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
主
に
市
に
先
行
し
て
必

要
な
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体

を
土
地
開
発
公
社
と
い
い
ま

す
。
土
地
開
発
公
社
が
用
地
を

取
得
す
る
た
め
の
借
入
金
は
、

平
成　

年
度
末
で
は　

億
１
千

１８

１２

４
百　

万
円
で
、
前
年
度
に
比

８０

べ
、　

億
６
千
７
百　

万
円
の

１３

１０

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
一
時
借
入
金

　

年
度
内
に
一
時
的
に
資
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
借
り
入
れ

を
行
い
ま
す
が
、
平
成　

年
度

１８

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
を

１８

月
の
家
計
簿
と
し
て
「
小
平
家

の
家
計
」
を
作
っ
て
み
ま
し
た

（
収
入
・
支
出
と
も
決
算
額
の

１
万
分
の
１
に
置
き
換
え
ま
し

た
。
図
３
参
照
）。

小
平
市
の
家
計
簿

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

３
千
５
百　

万
８７

円
で
、
前
年
度

に
比
べ
、
７
億

４
千
９
百　

万
６０

８
千
円
、　

％
１.５

の
増
と
な
り
、

歳
出
が
４
百　
８８

億
６
百
５
万
５

千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
２

億
３
千
万
４
千

円
、　

％
の
増

０.５

と
な
り
、
差
引

額　

億
２
千
９

１４
百　

万
５
千
円

８１
を
平
成　

年
度

１９

域
資
源
循
環
組
合
負
担
金
の
増

な
ど
に
よ
り
増
、
消
防
費
が
消

防
ポ
ン
プ
車
購
入
費
の
皆
減
な

ど
に
よ
り
減
、
教
育
費
は
平
櫛

田
中
彫
刻
美
術
館
用
地
購
入
な

ど
に
よ
り
増
、
公
債
費
は
臨
時

財
政
対
策
債
償
還
元
金
の
増
な

ど
に
よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
で
見
る
と
、

扶
助
費
が
児
童
手
当
・
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
な
ど

に
よ
り
増
、
普
通
建
設
事
業
費

が
用
地
購
入
の
増
な
ど
に
よ
り

増
と
な
る
一
方
、
国
民
健
康
保

険
事
業
や
下
水
道
事
業
の
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
が
減
と
な
り

ま
し
た
（
図
２
参
照
）。

　

平
成　

年
度
の
主
な
事
業

１８

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

 　

平
成　

年
度
に
市
民
の
皆
さ

１８

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市

税
の
合
計
額
は
、
２
百　

億
７

８２

千
３
百　

万
８
千
円
で
、
市
民

７６

１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
は

約　

万
６
千
円
（
昨
年
度　

万

１５

１５

２
千
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
市
が
行
っ
た
事

業
に
要
し
た
経
費
は
、
市
民
１

人
当
た
り
に
す
る
と
約　

万
９

２６

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
の
う
ち
都
市
計

画
税　

億
９
千
９
百　

万
１
千

２３

３４

円
は
公
共
下
水
道
整
備
、
都
市

防
災
総
合
推
進
事
業
（
３
・
４

・　

号
線
関
連
）、
道
路
新
設
改

１０
良
事
業
な
ど
に
充
当
し
て
い
ま

す
。

 
�
市
の
財
産

　

庁
舎
、保
育
園
、小
・
中
学
校

な
ど
の
建
物
や
土
地
、債
権
、市

の
貯
金
で
あ
る
基
金
な
ど
の
状

況
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

市
税
負
担
の
概
況

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
の
財
産
・
市
債
・ 

一
時
借
入
金
の
状
況

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

小
平
家
で
は
、
毎
月
の
生
活

費
に　

万
円
が
必
要
で
す
が
、

４２

給
料
が　

万
円
、
実
家
か
ら
の

２４

援
助
な
ど
が　

万
円
で　

万
円

１６

４０

の
稼
ぎ
し
か
な
い
た
め
、
金
融

機
関
か
ら
の
借
金
１
万
円
と
貯

金
の
取
り
崩
し
１
万
円
で
補
っ

て
い
ま
す
。
食
費
を
は
じ
め
生

活
費
を
切
り
詰
め
る
な
ど
の
努

力
は
し
て
い
ま
す
が
、
家
族
の

医
療
費
の
増
な
ど
で
厳
し
い
家

計
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
借
金

を
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
将
来
の
家
の
修
繕
費
用
な

ど
に
備
え
る
た
め
、
貯
金
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【表１】平成１８年度　一般会計・特別会計
　　　 （５事業）の決算状況

対前年度
増減率（％）歳　出対前年度

増減率（％）歳　入区　　分

０.５４８,８０６,０５５１.５５０,２３５,８７０一般会計

５.６１４,３８９,５３６４.６１４,６４４,９４６国民健康保険事業

特
別
会
計

△　３.３１０,４５１,１５３△　２.７１０,５３８,３３２老人保健

４.４７,０５９,６０１５.９７,４１１,０４０介護保険事業

０.２５,５２０,５８７△　１.３５,５７２,０１１下水道事業

△２２.１１,００４,０９２△２２.１１,００４,０９２受託水道事業

０.８８７,２３１,０２４１.３８９,４０６,２９１合　　計

（単位：千円）

平成１８年度の主な事業の概要平成１８年度の主な事業の概要
【表２】

【表３】市有財産の状況
９００，２９７．５７㎡土　　地

３０４，４９９．７４㎡建　　物

１，４０６．７１㎡物件（地上権）

５３２，４６９千円出資による権利

１，３０８，５０８千円債　　権

１０，７４３，２７６千円基　　金

１，０００千円有価証券

【図１】平成１８年度一般会計　歳入の状況　　　【図２】平成１８年度一般会計　歳出の状況

【図３】小平市の家計簿（小平家の家計）

毎月の支出毎月の収入

８万円人件費（食費などの生活費）２４万円市税（給料）

８万円扶助費（学費、医療費）１４万円国・都支出金、交付金など
（実家からの援助）

６万円物件費（被服費、消耗品）１万円繰越金（先月分の残り）

６万円補助費等（自治会費など）１万円その他（古物売払い、株式配当など）

５万円繰出金（子どもへの仕送り）４０万円稼ぎの計

４万円公債費（ローンの返済）

３万円普通建設事業費（家具購入など）１万円市債（借金）

２万円積立金（貯金）１万円繰入金（貯蓄の取り崩し）

４２万円支出計４２万円収入計

小平市の財政指標
平成１８年度
東京都２６市平均平成１８年度平成１７年度平成１６年度説　　　　　明項　　目

１．０４５１．０３００．９９７０．９６０財政力の強弱を示す数値。１を超えるほど財源に余
裕があります。

財政力指数
（３年度平均）

９０．３９３．５９４．３９３．７財政構造の弾力性を測定する比率。おおむね７０～
８０％が望ましいとされています。経常収支比率

１１．３１２．３１２．１��
税などの収入のうちどれくらいの割合を借入金の返済にあてて
いるかの指標です。特別会計や一部事務組合への繰出金・負担金
の公債費分などを算定しています（平成１７年度決算より導入）。

実 質
公債費比率

平成１８年度

財政事情の公表財政事情の公表
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　　　　　　　　　決算額

  市民のちからで進化する
○市民活動支援事業の推進　　　　　　  １５７万円
○自治基本条例づくりの推進　　　　　　　2９５万円

  教育・文化・スポーツを振興する
○平櫛田中彫刻美術館の用地購入と活性化　４億６，８２７万円
○校舎耐震補強・増築事業などの実施　６億５，１２５万円
○通級指導学級（情緒障害）の新設　　　　４２５万円

  次世代育成を拡充する
○乳幼児医療費助成事業の拡充　　　　　１，３７９万円
○小川町二丁目地域センター・児童館の建設　１億９，１６７万円
○子育て支援事業の推進・保育サービスの充実　１，１０５万円

  健康福祉を充実する
○健康づくり事業の拡充　　　　　　　　　２０５万円
○介護保険の充実　　  　　　　　１億２，８９１万円
○障害者自立支援制度への移行　　　　　　８５８万円
○障害者福祉計画の策定　　　　　　　　　２７３万円

  都市基盤整備を推進する
○小川町一丁目土地区画整理事業の実施　　　　８，０００万円
○都市防災総合推進事業（都市計画道路３・４・１０
号線の整備）　　　　　　　　　３億２，９２５万円

○公共下水道雨水整備の推進　　　　　　３億６，９３０万円
○道路整備事業の実施　　　　　　　　　１億７，６９５万円
○新小平駅北自転車駐車場の用地購入・整備

３億５，２７１万円
○花小金井駅北口自転車駐車場整備　　　３，８４９万円

  安心・安全と快適環境を創出する
○小川緑地の用地取得・整備　　　　２億８，８５８万円
○環境基本計画の推進とエネルギービジョンの策定

１１３万円
○防災・防犯体制の充実　　　  　　　　　１，９５２万円
○ごみ減量化・資源化事業の実施　　　２，１８６万円

  行財政を再構築する
○行財政再構築プランの策定　　　　　　７３万円
○電子自治体の推進　　　　　　　　　　４，６７６万円
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市内商店会イベント日程
問合せ内　容ところと　き

学園東中央通り
商店会
�０４２（３４５）１５１５

環境・福祉体験学習会
家庭でできる省エネ対策、ごみの分別
方法、車いす体験、視覚障がい者に対
する接し方体験、抽選大会、模擬店

西武信用金庫
小平支店駐車場内

９月３０日（日）
午前１０時
　　～午後２時

ハナテン
ふれあいロード
�０４２（４６４）２２３５

ショッピングバッグプレゼント
商店会の５つのお店でスタンプを押し
てもらうと、すてきなショッピングバ
ッグ（保冷用）がもらえます（限定５００枚）

花小金井～天神町
※のぼり旗のある
商店会加盟店が
目印。

１０月９日（火）
　　～２０日（土）
午前８時３０分
～午後５時３０分
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